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第1章 個別施設計画の概要 

 

1 背景・目的 

 

 本市では、今後、多くの公共施設が老朽化に伴う更新時期を迎えることか

ら、更新や維持に掛かる多額の費用への対応が課題となっています。 

 また、国立社会保障・人口問題研究所の推計（2015 年国勢調査ベース）で

は、年少人口や生産年齢人口が既に減少を始めており、令和４２年（2060

年）には平成２７年（2015 年）時点の約半数まで減少し、人口減少が加速度

的に進行していくとされています。 

 こうした状況に伴い、将来における税収減少が見込まれる中では、施設をこ

のまま維持していくことは難しく、今後の施設の方向性（更新・集約・廃止

等）を検討する必要があります。 

少子化による人口減少などに伴い、厳しい財政状況が見込まれる中において

は、公共施設等の適正な配置や管理の効率化を図るために策定した「佐久市公

共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」という。）」に掲げる数値目標

の達成を目指し、基本方針に定めた「量的見直し」「質的見直し」「費用負担

の見直し」「管理体制の見直し」の４つの視点に基づく具体的な取組を着実に

進めていくため、個別施設計画を策定します。 

本計画が対象とする図書館に分類される施設は、市内に５施設あります。 

現在、年次計画に基づいて、老朽化対策等を実施していますが、多くの施設

を抱える状況下においては、将来にわたって財源を確保し、あるいは膨大な維

持管理コストを抑制することが大きな課題となっています。 

 個別施設計画では、施設毎の健全性や経済性等の状況を把握・分析し、将来

を見据えた施設の基本方針や具体的な対策内容等について考え方を整理すると

ともに、建替え・大規模改修等の対策を計画的に進めるためのスケジュールを

示し、本計画を着実に遂行することで、財政負担を軽減・平準化し、公共施設

等の適切な保全と最適な配置を実現することを目的とします。 
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2 計画の位置付け 

 

 本計画は、対象施設の将来のあり方に関する基本方針や具体的な対策内容等

について考え方をまとめるとともに、施設整備等の対策を講じる時期を定める

ものであることから、総合管理計画を着実に推進するための行動計画と位置付

けます。 

併せて、「第二次佐久市総合計画」や、教育・文化振興を目的に策定された

「佐久市教育振興基本計画」、「佐久市文化振興計画」を上位計画に位置付

け、十分な整合を図ります。 

 

 

3 対象施設の設定 

 

 本計画においては、以下の５施設を対象とします。 

 なお、対象施設の運営・利用状況を説明する資料として、「佐久市公共施設

運営・利用状況調書（施設カルテ）」を添付します。 

 

（１）対象施設一覧 

  ア 中央図書館 

  イ サングリモ中込図書館 

  ウ 臼田図書館 

  エ 浅科図書館 

  オ 望月図書館 
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（２）対象施設位置図 

ア 中央図書館

 

イ サングリモ中込図書館

 

サングリモ中込図書館 
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ウ 臼田図書館 

 
 

エ 浅科図書館 
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オ 望月図書館 
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（３）佐久市公共施設運営・利用状況調書（施設カルテ） 

 

（基準日）

業務内容

設置目的

設置条例

３　土地データ

１　管理運営状況

２　サービス提供状況

３　コスト状況，利用状況

歳出（①）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

管理にかかるコスト

修繕費

使用料・賃借料

建物管理委託費

その他

建物整備・大規模改修にかかるコスト

再調達価格

工事請負費

事業運営にかかるコスト

燃料費・光熱水費

人件費

事業運営委託料

その他

歳入（②）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

特定財源

施設使用料，手数料収入等

収支（②-①）　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

延床面積１㎡あたりの経費（①/延床面積）

年間利用者数（③）

利用者一人あたりの経費（①/③）

過去3年度平均平成30年度 令和元年度

運営形態

開館時間
　及び
運営体制

休館日

料金体系

9時30分～18時30分

正職4人、会計年度任用職員5人

月曜日、毎月最終火曜日

9時30分～18時

定期休館日

正職2人、会計年度任用職員5人

指定管理期間 ―直営

備考

備　考

12月29日～1月3日、特別整理期間

平　日
（火曜～金曜）

土・日
・祝日

（写真）

社会教育系施設

図書館

― 配置形態 単独

RC造 未実施

地下 耐震補強

年 (42年)

棟数

耐震診断

令和2年度

98,51799,489

14,361

53,384

2,595

22,413

684

3,029

18,700

499

2,829

15,212

0

25,123

0

14,361

14,361

0

106,643 89,419

44,882

14,361

48,161

施設番号 601

67,159

3,376

土地面積

大規模改修年度

1,669.88

7,487.71

社会教育部　中央図書館　図書館係

佐久市猿久保44番地1

大分類

中分類

図書館資料の収集・整理・管理・保存を行い、利用者が必要とする
情報の提供（レファレンスサービス）

資料や情報の提供等を行う生涯学習の拠点となり、住民が心豊
かに生活できるよう、教育と文化の発展に寄与するため

佐久市立図書館条例

㎡ 土地の保有区分 市所有

54

13,784

17,112

建築年（経過年数）

延床面積

年末年始等

2021年3月31日現在佐久市立中央図書館

所管部署

所在地

施設類型

避難所・避難場所

施　設　運　営　状　況

㎡ ―2階棟2 階数（最大） 地上 不明

１　施設データ

２　建物データ

構造形式―

浅間地区

昭和

用途地域 ―

608円

178,200人

502円 761円

130,673人

備考 使用料・賃借料、委託費は5館（中央、臼田、浅科、望月、ｻﾝｸﾞﾘﾓ）合わせての額

21,549

3,742

9,719

99

0

561円

95

△ 106,548

63,863円

190,079人

0

10,399

14,361

0

0

57,946

3,345

0

99

△ 89,320

53,548円

10,043

1,928

166,317人

13,152

95

0

0

90

△ 98,427

58,996円

0

△ 99,414

0

62,715

2,840

62,607

3,187

48,809

0

10,61111,714

75

0

75

90

0

59,579円

0

14,361

14,361

14,361
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４　施設構成一覧

５　スペース構成

６　その他

７　利用・稼働状況概要

5

9

人190,079 人 178,200 人 130,673 人

1,669.88合　計

【蔵書冊数】（除移動図書館車分）
　一般書151,878冊、児童書 52,529冊　　合計204,407冊
【利用状況】（除移動図書館車分）
　貸出冊数 330,973冊、年間貸出者数63,236人

166,317年間利用者数

利用・稼働状況 平成30年度 合計 令和元年度 合計 令和2年度 合計 過去3年度 平均

NO 部屋名 面積（㎡）

4

3 8

10

2

備考

自動車車庫

21,640.53

29.35

RC造

軽量鉄骨造

1 6

延床面積
（㎡）

構造

7

延床面積
（㎡）

棟名または施設名

佐久市立中央図書館

建築 年度

昭和 54

NO 構造 階数 NO 棟名または施設名 建築 年度 階数

4月 18,032 14,578 10,153

利用料金
（円/ｈ）

備考 NO 部屋名 面積（㎡）

平成 14

14,254

利用料金
（円/ｈ）

5月 14,681 15,326 9,647 13,218

6月 9,553 11,017 7,229 9,266

7月 17,904 15,840 11,440 15,061

8月 19,929 20,350 12,994 17,758

9月 20,023 12,353 10,773 14,383

10月 15,577 15,745 11,841 14,388

11月 14,779 15,969 11,613 14,120

12月 14,006 14,934 10,737 13,226

1月 13,968 14,829 9,571 12,789

2月 15,493 17,399 11,957 14,950

3月 16,134 9,860 12,718 12,904

備考

1 開架・閲覧スペース 970.39 7

3 視聴覚室 78.98 9

2 閉架書庫 89.05 8

5 その他共有部 376.73

4 学習室 125.38 10

6 合　計 1,640.53
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（基準日）

業務内容

設置目的

設置条例

３　土地データ

１　管理運営状況

２　サービス提供状況

３　コスト状況，利用状況

歳出（①）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

管理にかかるコスト

修繕費

使用料・賃借料

建物管理委託費

その他

建物整備・大規模改修にかかるコスト

再調達価格

工事請負費

事業運営にかかるコスト

燃料費・光熱水費

人件費

事業運営委託料

その他

歳入（②）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

特定財源

施設使用料，手数料収入等

収支（②-①）　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

延床面積１㎡あたりの経費（①/延床面積）

年間利用者数（③）

利用者一人あたりの経費（①/③）

過去3年度平均平成30年度 令和元年度

運営形態

開館時間
　及び
運営体制

休館日

料金体系

10時～18時

会計年度任用職員1人

月曜日、毎月最終火曜日

10時～18時

定期休館日

会計年度任用職員1人

指定管理期間 ―直営

備考

備　考

12月29日～1月3日、特別整理期間

平　日
（火曜～金曜）

土・日
・祝日

（写真）

社会教育系施設

図書館

― 配置形態 複合

鉄骨造 不要

地下 耐震補強

年 (13年)

棟数

耐震診断

令和2年度

8,0028,097

2,765

3,307

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,765

2,765

0

8,029 7,879

3,300

2,765

3,384

施設番号 1003-2

5,264

538

土地面積

大規模改修年度

244.37

1,817.96

社会教育部　中央図書館　図書館係

佐久市中込1丁目19番地2

大分類

中分類

図書館資料の収集・整理・管理・保存を行い、利用者が必要とする
情報の提供（レファレンスサービス）

資料や情報の提供等を行う生涯学習の拠点となり、住民が心豊
かに生活できるよう、教育と文化の発展に寄与するため

佐久市立図書館条例

㎡ 土地の保有区分 市所有

20

0

0

建築年（経過年数）

延床面積

年末年始等

2021年3月31日現在サングリモ中込図書館

所管部署

所在地

施設類型

避難所・避難場所

施　設　運　営　状　況

㎡ ―7階棟1 階数（最大） 地上 不要

１　施設データ

２　建物データ

構造形式―

中込地区

平成

用途地域 商業地域

528円

17,129人

460円 691円

11,711人

備考

0

0

1,292

8

0

432円

10

△ 8,019

32,857円

18,586人

0

1,419

2,765

0

0

5,114

522

0

8

△ 7,871

32,243円

0

0

15,809人

0

10

0

0

10

△ 7,992

32,745円

0

△ 8,084

0

5,332

532

5,237

531

3,330

0

1,3761,416

13

0

13

10

0

33,135円

0

2,765

2,765

2,765
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４　施設構成一覧

５　スペース構成

６　その他

７　利用・稼働状況概要

228.78

5 つどいの広場交流ｾﾝﾀｰ 平成 19 鉄骨造 248.24

平成 19 鉄骨造 409.57 9 共有部分

人18,586 人 17,129 人 11,711 人

4,485.03合　計

【蔵書冊数】
　一般書18,634冊、児童書9,455冊　合計28,089冊
【利用状況】
　貸出冊数 41,426冊、年間貸出者数 9,080人

15,809年間利用者数

利用・稼働状況 平成30年度 合計 令和元年度 合計 令和2年度 合計 過去3年度 平均

NO 部屋名 面積（㎡）

平成 19 鉄骨造 27.15

4 中込共同作業センター

駐輪場

19

3 口腔歯科保健センター 平成 19 鉄骨造 492.65 8

10

2

備考

佐久市シルバーサロン

244.37

367.72

鉄骨造

鉄骨造

1

2,278.63サングリモ中込団地

6

延床面積
（㎡）

構造

鉄骨造

鉄骨造7

サングリモ中込交流ｾﾝﾀｰ 平成 19

延床面積
（㎡）

棟名または施設名

サングリモ図書館

建築 年度

平成 19

NO 構造 階数 NO 棟名または施設名 建築 年度 階数

187.92

4月 1,355 1,423 834

利用料金
（円/ｈ）

備考 NO 部屋名 面積（㎡）

平成 19平成 19

平成 鉄骨造

1,204

利用料金
（円/ｈ）

5月 1,506 1,310 1,109 1,308

6月 1,250 1,034 567 950

7月 1,846 1,529 979 1,451

8月 2,039 1,784 1,077 1,633

9月 1,729 1,116 1,017 1,287

10月 1,544 1,367 1,082 1,331

11月 1,530 1,706 1,001 1,412

12月 1,383 1,548 1,020 1,317

1月 1,364 1,546 952 1,287

2月 1,422 1,703 1,029 1,385

3月 1,618 1,063 1,044 1,242

備考

1 開架書庫 244.37 7

3 9

2 8

5 その他共有部

4 10

6 合　計 244.37
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（基準日）

業務内容

設置目的

設置条例

３　土地データ

１　管理運営状況

２　サービス提供状況

３　コスト状況，利用状況

歳出（①）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

管理にかかるコスト

修繕費

使用料・賃借料

建物管理委託費

その他

建物整備・大規模改修にかかるコスト

再調達価格

工事請負費

事業運営にかかるコスト

燃料費・光熱水費

人件費

事業運営委託料

その他

歳入（②）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

特定財源

施設使用料，手数料収入等

収支（②-①）　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

延床面積１㎡あたりの経費（①/延床面積）

年間利用者数（③）

利用者一人あたりの経費（①/③）

過去3年度平均平成30年度 令和元年度

運営形態

開館時間
　及び
運営体制

休館日

料金体系

9時30分～18時

正職2人、会計年度任用職員1人

月曜日、毎月最終火曜日

9時30分～18時

定期休館日

正職1人、会計年度任用職員1人

指定管理期間 ―直営

備考

備　考

12月29日～1月3日、特別整理期間

平　日
（火曜～金曜）

土・日
・祝日

（写真）

社会教育系施設

図書館

― 配置形態 複合

SRC造 不要

地下 耐震補強

年 (30年)

棟数

耐震診断

令和2年度

25,09425,034

5,332

16,538

0

43

43

0

0

38

0

0

0

106

0

5,332

5,332

0

25,384 24,865

15,948

5,332

15,087

施設番号 402-2

19,946

3

土地面積

大規模改修年度

620.00

13,476.42

社会教育部　中央図書館　図書館係

佐久市下小田切124番地1

大分類

中分類

図書館資料の収集・整理・管理・保存を行い、利用者が必要とする
情報の提供（レファレンスサービス）

資料や情報の提供等を行う生涯学習の拠点となり、住民が心豊
かに生活できるよう、教育と文化の発展に寄与するため

佐久市立図書館条例

㎡ 土地の保有区分 市所有

3

0

38

建築年（経過年数）

延床面積

年末年始等

2021年3月31日現在佐久市立臼田図書館

所管部署

所在地

施設類型

避難所・避難場所

施　設　運　営　状　況

㎡ ―2階棟1 階数（最大） 地上 不要

１　施設データ

２　建物データ

構造形式―

臼田地区

平成

用途地域 ―

1,055円

20,722人

1,200円 1,343円

18,639人

備考

62

62

3,527

24

0

623円

49

△ 25,335

40,942円

40,752人

0

3,405

5,332

0

0

19,495

20

0

24

△ 24,841

40,105円

106

0

26,704人

0

49

0

0

25

△ 25,069

40,475円

0

△ 25,031

0

19,659

71

19,700

31

15,858

0

3,8114,501

3

0

3

25

0

40,377円

0

5,332

5,332

5,332
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４　施設構成一覧

５　スペース構成

６　その他

７　利用・稼働状況概要

5

9

人40,752 人 20,722 人 18,639 人

5,803.24合　計

【蔵書冊数】
　一般書 44,396冊、児童書 28,236冊　　合計 72,632冊
【利用状況（年間）】
　貸出冊数　70,695冊、貸出者数 12,867人

26,704年間利用者数

利用・稼働状況 平成30年度 合計 令和元年度 合計 令和2年度 合計 過去3年度 平均

NO 部屋名 面積（㎡）

4

3 8

10

2

備考

コスモホール

1

2

620.00

5,183.24

SRC造

SRC造

1 6

延床面積
（㎡）

構造

7

延床面積
（㎡）

棟名または施設名

佐久市立臼田図書館

建築 年度

平成 3

NO 構造 階数 NO 棟名または施設名 建築 年度 階数

4月 3,586 3,594 1,503

利用料金
（円/ｈ）

備考 NO 部屋名 面積（㎡）

平成 3

2,894

利用料金
（円/ｈ）

5月 3,484 3,200 1,715 2,800

6月 2,357 2,745 1,438 2,180

7月 3,104 3,238 1,626 2,656

8月 4,036 4,054 1,684 3,258

9月 3,400 2,793 1,605 2,599

10月 3,571 1,098 1,621 2,097

11月 3,358 0 1,595 1,651

12月 3,216 0 967 1,394

1月 3,230 0 1,488 1,573

2月 3,557 0 1,709 1,755

3月 3,853 0 1,688 1,847

備考

1 閲覧スペース 453.60 7

3 9

2 閉架書庫 77.40 8

5 その他共有部 89.00

4 10

6 合　計 620.00
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（基準日）

業務内容

設置目的

設置条例

３　土地データ

１　管理運営状況

２　サービス提供状況

３　コスト状況，利用状況

歳出（①）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

管理にかかるコスト

修繕費

使用料・賃借料

建物管理委託費

その他

建物整備・大規模改修にかかるコスト

再調達価格

工事請負費

事業運営にかかるコスト

燃料費・光熱水費

人件費

事業運営委託料

その他

歳入（②）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

特定財源

施設使用料，手数料収入等

収支（②-①）　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

延床面積１㎡あたりの経費（①/延床面積）

年間利用者数（③）

利用者一人あたりの経費（①/③）

0

17,320

17,320

17,320

0

12

0

0

14

△ 37,706

39,019円

0

△ 37,203

0

19,742

129

20,034

280

15,865

0

3,8894,505

14

0

14

14

0

38,499円

365

365

3,671

15

0

1,399円

12

△ 38,629

39,972円

27,629人

0

3,492

17,320

0

0

19,958

339

0

15

△ 37,286

38,586円

918

0

27,823人

1,365円

30,699人

1,215円 1,480円

25,142人

備考

2021年3月31日現在佐久市立浅科図書館

所管部署

所在地

施設類型

避難所・避難場所

施　設　運　営　状　況

㎡ ―1階棟1 階数（最大） 地上 不要

１　施設データ

２　建物データ

構造形式―

浅科地区

平成

用途地域 ―

施設番号 403-2

20,403

373

土地面積

大規模改修年度

966.70

11,260.89

社会教育部　中央図書館　図書館係

佐久市八幡229番地

大分類

中分類

図書館資料の収集・整理・管理・保存を行い、利用者が必要とする
情報の提供（レファレンスサービス）

資料や情報の提供等を行う生涯学習の拠点となり、住民が心豊
かに生活できるよう、教育と文化の発展に寄与するため

佐久市立図書館条例

㎡ 土地の保有区分 市所有

4

0

23

建築年（経過年数）

延床面積

年末年始等

令和2年度

37,72037,217

17,320

16,538

0

155

155

0

0

23

0

0

0

918

0

17,320

17,320

0

38,641 37,301

15,948

17,320

15,108

（写真）

社会教育系施設

図書館

― 配置形態 併設

木造 不要

地下 耐震補強

年 (29年)

棟数

耐震診断

過去3年度平均平成30年度 令和元年度

運営形態

開館時間
　及び
運営体制

休館日

料金体系

9時30分～18時

正職2人、会計年度任用職員1人

月曜日、毎月最終火曜日

9時30分～18時

定期休館日

正職1人、会計年度任用職員1人

指定管理期間 ―直営

備考

備　考

12月29日～1月3日、特別整理期間

平　日
（火曜～金曜）

土・日
・祝日
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４　施設構成一覧

５　スペース構成

６　その他

７　利用・稼働状況概要

6 合　計 966.70

5 その他共有部 186.70

4 学習室 65.00 10

3 閲覧スペース 150.00 9

2 閉架書庫 25.00 8

備考

1 開架書庫 540.00 7

3月 2,463 2,243 2,293 2,333

2月 2,426 3,105 2,080 2,537

1月 2,180 2,960 2,040 2,393

12月 2,129 2,614 2,155 2,299

11月 2,357 2,937 2,160 2,485

10月 2,275 2,375 2,137 2,262

9月 2,335 2,155 2,157 2,216

8月 3,039 3,248 2,000 2,762

7月 2,577 2,462 2,046 2,362

6月 1,705 1,856 1,475 1,679

5月 2,165 2,387 2,243 2,265

4月 1,978 2,357 2,356

利用料金
（円/ｈ）

備考 NO 部屋名 面積（㎡）

平成 14

2,230

利用料金
（円/ｈ）

延床面積
（㎡）

棟名または施設名

佐久市立浅科図書館

建築 年度

平成 4

NO 構造 階数 NO 棟名または施設名 建築 年度 階数

6

延床面積
（㎡）

構造

72

備考

交流文化館浅科

1

2

966.70

2,145.00

木造

RC造

1

4

3 8

10

人27,629 人 30,699 人 25,142 人

3,111.70合　計

【蔵書冊数】
　一般書 51,340冊、児童書 30,007冊　　合計81,347冊
【利用状況（年間）】
　貸出冊数　71,694冊、貸出者数　12,945人

27,823年間利用者数

利用・稼働状況 平成30年度 合計 令和元年度 合計 令和2年度 合計 過去3年度 平均

NO 部屋名 面積（㎡）

5

9
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（基準日）

業務内容

設置目的

設置条例

３　土地データ

１　管理運営状況

２　サービス提供状況

３　コスト状況，利用状況

歳出（①）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

管理にかかるコスト

修繕費

使用料・賃借料

建物管理委託費

その他

建物整備・大規模改修にかかるコスト

再調達価格

工事請負費

事業運営にかかるコスト

燃料費・光熱水費

人件費

事業運営委託料

その他

歳入（②）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

特定財源

施設使用料，手数料収入等

収支（②-①）　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

延床面積１㎡あたりの経費（①/延床面積）

年間利用者数（③）

利用者一人あたりの経費（①/③）

0

10,698

10,698

10,698

0

17

0

0

18

△ 28,843

23,201円

0

△ 28,183

0

17,464

0

18,150

0

14,962

0

3,1873,898

18

0

18

18

0

22,671円

13

13

2,973

18

0

1,102円

17

△ 29,327

23,590円

26,632人

0

2,691

10,698

0

0

18,339

0

0

18

△ 29,019

23,343円

0

0

22,162人

1,341円

22,636人

1,283円 1,638円

17,219人

備考

2021年3月31日現在佐久市立望月図書館

所管部署

所在地

施設類型

避難所・避難場所

施　設　運　営　状　況

㎡ ―4階棟1 階数（最大） 地上 不要

１　施設データ

２　建物データ

構造形式―

望月地区

平成

用途地域 －

施設番号 104-2

18,646

0

土地面積

大規模改修年度

1,243.90

8,298.26

社会教育部　中央図書館　図書館係

佐久市望月263番地

大分類

中分類

図書館資料の収集・整理・管理・保存を行い、利用者が必要とする
情報の提供（レファレンスサービス）

資料や情報の提供等を行う生涯学習の拠点となり、住民が心豊
かに生活できるよう、教育と文化の発展に寄与するため

佐久市立図書館条例

㎡ 土地の保有区分 市所有

6

0

0

建築年（経過年数）

延床面積

年末年始等

令和2年度

28,86028,201

10,698

15,955

0

39

39

0

0

0

0

0

0

0

0

10,698

10,698

0

29,344 29,037

15,366

10,698

13,566

（写真）

社会教育系施設

図書館

― 配置形態 複合

RC造 不要

地下 耐震補強

年 (27年)

棟数

耐震診断

過去3年度平均平成30年度 令和元年度

運営形態

開館時間
　及び
運営体制

休館日

料金体系

9時30分～18時

正職2人、会計年度任用職員1人

月曜日、毎月最終火曜日

9時30分～18時

定期休館日

正職1人、会計年度任用職員1人

指定管理期間 ―直営

備考

備　考

12月29日～1月3日、特別整理期間

平　日
（火曜～金曜）

土・日
・祝日
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4 計画期間 

本計画の計画期間は、「第二次佐久市総合計画」や「総合管理計画」の策定

内容を反映させるため、計画期間も両計画の改訂時期と整合を図り、令和４年

度から令和８年度までの５年間を計画期間とします。 

ただし、公共施設の適正化を実現していくためには、将来にわたる見通し、

課題を客観的に把握・分析することが必要なことから、「総合管理計画」の最

終年度である令和３８年度までを視野に入れて検討を行います。 

なお、計画策定後の社会経済情勢の変化、法令等の改正、ニーズや利用状況

の推移、施設整備の進捗等に応じ、計画内容は適宜見直しを行うこととしま

す。 

４　施設構成一覧

５　スペース構成

６　その他

７　利用・稼働状況概要

6 朗読室 8.25 合　計 1,243.90

5 交流スペース 110.00 その他共有部 410.07

4 望月歴史資料室 40.00 10

3 読み聞かせ室 30.58 9

2 閉架書庫 76.00 8 学習スペース 135.00

備考

1 開架書庫 394.00 7 多目的室 40.00

3月 2,329 1,389 1,552 1,757

2月 2,284 2,282 1,530 2,032

1月 2,092 1,819 1,320 1,744

12月 2,294 1,961 1,425 1,893

11月 2,247 1,955 1,432 1,878

10月 1,953 1,720 1,484 1,719

9月 2,268 1,533 1,427 1,743

8月 3,134 2,682 1,546 2,454

7月 2,378 2,091 1,522 1,997

6月 1,625 1,367 980 1,324

5月 2,002 1,916 1,539 1,819

4月 2,026 1,921 1,462

利用料金
（円/ｈ）

備考 NO 部屋名 面積（㎡）

平成 6

1,803

利用料金
（円/ｈ）

延床面積
（㎡）

棟名または施設名

望月図書館

建築 年度

平成 6

NO 構造 階数 NO 棟名または施設名 建築 年度 階数

6

延床面積
（㎡）

構造

72

備考

支所庁舎

2

4

1,243.90

4,445.90

RC造

RC造

1

4 倉庫

3 駐車場 平成 6 鉄骨造 882.05 1 8

10

人26,632 人 22,636 人 17,219 人

6,768.56合　計

【蔵書冊数】
　一般書 37,807冊、児童書 24,939冊　合計　62,746冊
【利用状況（年間）】
　貸出冊数 48,298冊、貸出者数　9,941人

22,162年間利用者数

利用・稼働状況 平成30年度 合計 令和元年度 合計 令和2年度 合計 過去3年度 平均

NO 部屋名 面積（㎡）

5

昭和 40 RC造 196.71 2 9
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第2章 現状評価 

 

１ 基本情報の把握 

 

本計画の対象となる施設の基本情報については、17ページに掲げる「基本

情報一覧」のとおりです。 

中央図書館は昭和５４年、臼田図書館は平成３年、浅科図書館は平成４年に

それぞれ合併前の旧町村により整備されています。また、サングリモ中込図書

館は合併後の平成２０年に整備された施設で、複合型公共施設サングリモ中込

における、施設分類が異なる、口腔歯科保健センター、中込共同作業センタ

ー、中込交流センター、シルバーサロン、つどいの広場交流センター、サング

リモ中込団地との複合施設です。 

望月図書館は合併以前より使用していた施設(平成７年建設)の老朽化に伴い

平成２５年に望月支所２階へ移転しました。 

中央図書館は築４０年以上の鉄筋コンクリート造、また、浅科図書館は、築

２９年の木造の建物となっており、施設の老朽化が進んでいるため維持管理に

伴う修繕が課題となっています。 

臼田図書館、望月図書館、サングリモ中込図書館については、それぞれ施設

分類が異なるコスモホール、望月支所庁舎、複合型公共施設サングリモ中込と

の複合施設となっていることから、施設の基本方針をはじめ具体的な対策内

容、実施時期等の検討にあたっては、市民文化系施設（文化施設）、行政系施

設、保健・福祉施設（保健施設）に係る個別施設計画との整合を図る必要があ

ります。 
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表 1 基本情報一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 種別 施設名 場所 構造 面積（㎡） 設置年 規模等
複合施設の該当

の有無
有の場合の施設名 施設所管課 備考

1 図書館 中央図書館 猿久保44番地1 ＲＣ造 1,669.88 1979年
中央図書館1,640.5㎡
自動車車庫29.4㎡

× ― 中央図書館

2 図書館 サングリモ中込図書館 中込1丁目19番地2 鉄骨造 244.37 2008年 図書館244.3㎡ ○

口腔歯科保健センター

中込共同作業センター
中込交流センター

シルバーサロン
つどいの広場交流センター

サングリモ中込団地

中央図書館

健康づくり推進課

福祉課
商工振興課

高齢者福祉課
子育て支援課

建築住宅課

3 図書館 臼田図書館 下小田切124番地1 SRC造 620.00 1991年 図書館620㎡ ○ コスモホール 中央図書館 文化振興課

4 図書館 浅科図書館 八幡229番地 木造 966.70 1992年 図書館966.7㎡ × ― 中央図書館

5 図書館 望月図書館 望月263番地 ＲＣ造 1,243.90 1994年 図書館1243.9㎡ ○ 望月支所 中央図書館 望月支所
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２ 現状評価 

 

（１）施設の現状情報の収集・整理 

 

施設の現状を明らかにするために、「健全性・機能性」「経済性」「耐震

性」の分析に資する基礎情報を収集・整理しました。 

 

 

ア 健全性・機能性に関する基礎情報 

 

「健全性・機能性」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそれぞ

れの項目について劣化状況、対策の実施状況等の整理を行いました。 

収集した基礎情報については、22 ページに掲げる「健全性・機能性評価結

果一覧」のとおりです。 

 

健全性・機能性に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

健全性（経過年数） 竣工からの経過年数 

健全性（躯体の健全

性） 

躯体の健全性（剥離・ひび割れ） 

健全性（外被性能） 屋根の劣化状況 

外壁材の劣化状況（剥離・落下の危険性の有無） 

健全性（内部仕上げ） 内装の劣化状況（天井・壁・床・建具等） 

特定天井対策への状況 

機能性（室内設備） 電気設備の劣化状況 

機械設備の劣化状況 

機能性（その他） バリアフリーの対策状況 

省エネ対策の状況（太陽光、LED 等） 

災害対策設備の状況（避難設備・防災設備・シャ

ワー等） 

AED 等の設置状況 
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イ 経済性に関する基礎情報 

 

「経済性」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそれぞれの項目

について利用動向、収入・コストの状況等の整理を行いました。 

収集した基礎情報については、23 ページに掲げる「経済性評価結果一覧」

のとおりです。 

 

経済性に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

経済性（改修更新時

期） 

今後の大規模改修・更新（建替え）予定 

経済性（収入） 収入の状況 

経済性（利用者数） 利用者数の状況 

経済性（稼働率） 稼働率 

経済性（維持管理費） 維持管理費に占める使用料等の割合 

１㎡あたり維持管理コスト 

利用者 1 人あたり税負担額 

 

ウ 耐震性に関する基礎情報 

 

「耐震性」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそれぞれの項目

について整理を行いました。 

収集した基礎情報については、24 ページに掲げる「耐震性評価結果一覧」

のとおりです。 

 

耐震性に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

建築年 建築年 

耐震基準 建築年による判定（1981 年以降は新基準） 

旧基準の場合、耐震診断の実施の有無 

旧基準の場合、耐震改修の実施の有無 

 

  



 

20 

 

（２）施設の方向性に関する検討【1 次評価】 

 

収集した情報をもとに、施設毎の「健全性・機能性」及び「経済性」の各項

目について、一定の評価基準に基づき、「良」「劣」のいずれかで評価しまし

た。 

評価基準及び評価結果については、22 ページから 24 ページまでに掲げる

各種評価結果一覧のとおりです。 

この評価結果を踏まえ、21 ページのフローチャート【１次評価】に基づ

き、施設の方向性を「維持」「改善」「見直し」のいずれかで判定しました。 

 

ア １次評価 

中央図書館は、健全性・機能性の評価が「劣」、経済性の評価が「劣」であ

ったため、施設の方向性は「見直し」とします。当該施設については、建築後

４２年が経過しており、施設の老朽化が著しく、躯体や設備等において全体的

な劣化が見られます。2次評価を含めた総合的な判断の下、施設のあり方を慎

重に検討することとします。 

臼田図書館は、健全性・機能性の評価が「劣」、経済性の評価が「良」であ

ったため、施設の方向性は「改善」とします。健全性・機能性の面については

コスモホールと複合施設となっているため所管課と整合性を図るとともに、経

済性についても良好な施設であるため、将来に渡って施設を適切に保全し、維

持管理の効率化を図る必要があります。 

浅科図書館は、健全性・機能性の評価が「良」、経済性の評価が「劣」であ

ったため、施設の方向性は「改善」とします。当該施設は木造で築 2９年と経

過し部分的には老朽化が進んできていることから、計画的な修繕等を行ってい

く必要があります。また入館者数も５館のうち３番目と比較的高いことから、

将来に渡って施設を適切に保全するとともに、維持管理の効率化を図る必要が

あります。 

サングリモ中込図書館及び望月図書館は、健全性・機能性の評価が「良」、

経済性の評価が「良」であったため、施設の方向性は「維持」とします。健全

性・機能性の面については望月支所及び口腔歯科保健センター他と複合施設と

なっているため所管課と整合性を図るとともに、経済性についても良好な施設

であるため、将来に渡って施設を適切に保全し、維持管理の効率化を図る必要

があります。 
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フローチャート【1 次評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

健全性

機能性

経済性

施設の方向性

【１次評価】

良

維持

劣

良 劣

改善 見直し

耐震診断

の

有無
有 無

耐震改修

良 劣
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表 2 健全性・機能性評価結果一覧 

 

 

  

A

5点

良好

B

3点

C

1点

D

0点

劣化

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

評価点
満点

最終評価（良・劣） 劣 良 劣 良 良

全体的に
未対策

EV、ス
ロープ、

全体的に
未対策

全体的に
未対策

設置されて
いない

合計

機
能
性

室内設備

（電気・機械）

・電気設備の劣化状況 B 3

・機械設備の劣化状況 B 3

全体的に
劣化

全体的に
劣化

全体的に
劣化

全体的に
劣化

評価基準

備考

築40年以上
60年未満

広範囲に劣化

広範囲に劣化

全体的に良好 部分的に劣化 広範囲に劣化

全体的に良好 部分的に劣化 広範囲に劣化

築60年以上

全体的に
劣化

全体的に
劣化

対象施設名

5 B 33

広範囲に劣化5 A 5

広範囲に劣化

浅
科
図
書
館

望
月
図
書
館

B 33 B 3
築20年以上
40年未満

築20年未満

項目 細目

躯体の健全性
・躯体の健全性
　　（剥離・ひび割れ）

B 3 A 5 B

中
央
図
書
館

サ

ン

グ

リ

モ

中

込

図

書

館

臼
田
図
書
館

全体的に良好 部分的に劣化A
健
全
性

経過年数 ・竣工からの経過年数 C 1 A 5 B

外被性能
・屋根の劣化状況 C 1 A 5 D

3 B

全体的に良好 部分的に劣化

部分的に劣化

0 A

全体的に良好

内部仕上げ
・内装の劣化状況
　（天井・壁・床・建具等）

B 3 A 5 C 1

3 A 5 B 3
・外壁材の劣化状況
　（剥離・落下の危険性の有無）

B 3 B

全体的に良好 部分的に劣化A 5 A 5

A 5 B 3 B 3

D

A 5

5 A 5 A 5

B 3

広範囲で未対策
その他

・バリアフリーの対策状況 B 3 A 5 A

B 3 B 3 B 3

・省エネ対策の状況（太陽光、LED
等）

部分的に対策済み 広範囲で未対策全体的に対策済み

1 C 1 C

全体的に対策済み

設置されている

部分的に対策済み

部分的に対策済み

0 D 0 D 0 D 0 C 1

広範囲で未対策

・AED等の設置状況 A 5 A 5 A 5 A

全体的に対策済み1 C 1 B 3
・災害対策設備の状況（避難設備・
防災設備・シャワー等）

C

55 55 55 55 55

隣接棟に設置5 A 5

26 44 27 40 39
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表 3 経済性評価結果一覧 

 

A

5点

B

3点

C

1点

D

0点

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 備考

評価点
満点

劣 良 良 劣 良

35 35 35 35 35

最終評価（良・劣）

100.0% 144.4% 138.6%

合計

16 25 17 9 17

維持管理費

平均値の-40％未満
平均値の-40％以上-
20％未満

平均値の±20％ 平均値の+20％超
592円 506円 939円 1,355円 1,301円

D 0 D 0
・利用者1人あたり税負担額（＝
〔維持管理費－使用料等〕/利用
者数）【円】

B 3 A 5 C 1

151.7% 84.2% 104.1% 100.3% 59.7%

・1㎡あたり維持管理コスト（＝維
持管理費/延床面積）【％】

D 0 B

63.1% 53.9%

平均値の+10％超
58,996円 32,745円 40,474円 39,019円 23,201円

平均値の-30％未満
平均値の-30％以上-
10％未満

平均値の±10％

53 C 1 C 1 A

28.8人 17.8人
平均値の±10％ 平均値の-10％超

・1㎡あたり利用者数（＝年間利
用者数/延床面積）【人】

A 5 B 3 B

150％以上 120％以上150％未満

3 D 0 D 0

平均値の+30％以上
平均値の+30％以上
+10％未満

117.2% 52.3% 32.3%

64.6人

80％以上120％未満 0％以上80％未満

148.6% 151.7% 84.9% 88.1% 83.3%

C 1 C 1

・稼働率（＝利用件数/利用可能
コマ数×100）【％】

B 3 A 5 C 1

33 B

年々減少傾向にあり、今後も
減少の見込みである。または

年間収入が500千円未満。

年々減少傾向にあり、今後も
減少の見込みである。または
年間利用者が500人未満。

年々増加傾向にあり、
今後も増加の見込みで
ある。

年によりばらつきはあるが、
増加傾向又は横ばいで推移
している。（増加率20％未満）

年によりばらつきはあるが、
減少傾向で推移している。
（減少率20％未満）

収入 ・収入の状況 C 1 C 1 A 5

55 B

C 1 B

3 B 3 A

経済性

改修・更新時期
・今後の大規模改修・更新（建替
え）予定

C 1 A

99.6人 64.7人

180.8% 117.4%

利用者数 ・利用者数の状況 B 3 B 3 B 3 B

稼働率

細目

対象施設名 評価基準

中
央
図
書
館

サ
ン
グ
リ
モ
中
込
図
書
館

臼
田
図
書
館

浅
科
図
書
館

望
月
図
書
館

評価基準

築50年以上のもの。
（＝更新（建替え）が必
要なもの。）

10年以上、大規模改
修・更新（建替え）が必
要ない。

10年以内に、大規模改
修が必要。（築30年に
達する）

築30年以上で、これま
でに大規模改修が未
実施のもの。

3
年々増加傾向にあり、
今後も増加の見込みで
ある。

年によりばらつきはあるが、
増加傾向又は横ばいで推移

している。（増加率20％未満）

年によりばらつきはあるが、
減少傾向で推移している。

（減少率20％未満）
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表 4 耐震性評価結果一覧 

 

  

旧基準の場合、耐震診断の実施の有無

旧基準の場合、耐震改修の実施の有無

項目

対象施設名

臼
田
図
書
館

浅
科
図
書
館

望
月
図
書
館

②耐震基準（設置年度による判定）
【※1981年以降は新基準】

× ○ ○ ○ ○

①建築年 1979年 2008年 1991年 1992年 1994年

中
央
図
書
館

サ
ン
グ
リ
モ
中
込
図
書
館

無

無
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第３章 政策優先度評価 

 

１ 各種計画における位置付け 

 

（１）総合管理計画 

 

総合管理計画における「４ 公共施設最適化推進方針 （４）施設分類別の

今後のあり方」から、対象施設に係る課題、今後の施設のあり方に関する記述

を下記のとおり引用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

○サービスの向上及び管理運営の効率化のため、窓口業務の民間活用について検討する必要

があります。 

○コスト状況を見ると、運営に多くの費用がかかっており、サービスの向上及び管理運営の

効率化のため、民間活用を検討するなど効率的な運営を図っていく必要があります。 

 

【今後の施設のあり方】 

○中央図書館を除く市内の図書館（4 施設）は、既に複合施設として他施設に併設されてい

る施設が多く、建物も比較的新しいことから、さらなるサービスの向上や運営の効率化を

検討します。 

○民間活用について、継続的・安定的なサービス提供が可能であるかなどを考慮しながら、

検討します。 

○中央図書館の更新時期に合わせ、サービス内容や図書館のあり方を見直し、運営の効率化

とサービスの向上を図るとともに、他の施設との複合化など、配置の適正化についても検

討します。 
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（２）佐久市立地適正化計画 

 

佐久市立地適正化計画における「第３章 都市機能誘導区域 ４ 誘導施設の

設定」から、誘導施設の設定方針、誘導施設の設定に関する記述を下記のとお

り引用します。 
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（３）佐久市教育振興基本計画 

佐久市教育振興基本計画における「第Ⅳ章 基本計画 ２ 社会教育（１）

生涯にわたる多様な学習機会の提供と学習環境の整備 イ 図書館サービス

の充実」から、対象施設に係る現状と課題、今後の主な取組に関する記述を

下記のとおり引用します。 

 

【現状と課題】 

  

【今後の主な取組】 

  
 

（４）「佐久市文化振興計画」 

  佐久市文化振興計画における、「第2章 佐久市の文化の現状と課題  

3 既存文化施設の現状と課題」及び「第5章 文化振興計画の推進について 

施策６ 親しまれる文化施設の運営を行います」から、施設の利用状況、今

後の取り組みに関する記述を下記のとおり引用します。 

 

◆施設の利用状況 

施設の有効活用には市民のニーズに応じた講座や教室・企画展など内容を 

工夫するとともに、他の施設と連携した取り組みを行うなど、施設の新しい 

魅力の発信が必要と考えられます。 

   

■今後の取り組み 

〇文化施設の連携した取り組み 

  個々の施設が連携して共通したテーマによる企画展を開催し、施設の新し

い魅力を発信します。 
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２ 政策優先度評価 

（１）施設の政策優先度に関する情報の収集・整理 

施設の位置付けを明らかにするために、「防災性」「施設配置・拠点形成」

「市民意向」「その他留意すべき事項」の分析に資する基礎情報を収集・整理

しました。 

 

ア 防災性に関する基礎情報 

「防災性」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそれぞれの項目

について整理を行いました。 

収集した基礎情報については、32 ページに掲げる「政策優先度評価結果一

覧」のとおりです。 

 

防災性に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

防災性（地域防災計画上の位置付け） 防災拠点、避難所等の指定の有無 

災害リスク（土砂災害） 警戒区域等の指定の有無 

災害リスク（洪水災害） 浸水想定区域の指定の有無 

イ 施設配置・拠点形成に関する基礎情報 

 

「施設配置・拠点形成」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそ

れぞれの項目について整理を行いました。 

収集した基礎情報については、32 ページに掲げる「政策優先度評価結果一

覧」のとおりです。 

 

施設配置・拠点形成に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

立地適正化計画上の位

置付け（誘導区域） 

誘導区域内の立地の有無 

拠点形成 各種計画（地域防災計画を除く）等における拠点

施設等の位置付けの有無 

代替性 近隣施設との代替性の有無 

 

ウ 市民意向に関する基礎情報 

 

「市民意向」の分析のための基礎情報を収集し、以下に掲げるそれぞれの項

目について整理を行いました。 
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収集した基礎情報については、32 ページに掲げる「政策優先度評価結果一

覧」のとおりです。 

なお、市民意向の収集にあたっては、各館利用者を対象としたアンケート調査

（令和 3 年 11 月 6 日～30 日）を実施しています。 

 

市民意向に関する基礎情報の収集項目 

項  目 細  目 

利用範囲 利用者の属性を踏まえた利用範囲（居住地域）の

分析 

満足度 利用者への意向調査等を踏まえた施設に対する満

足度の分析 

ニーズ（必要性） 利用者への意向調査等を踏まえた施設に対するニ

ーズ（必要性）の分析 

 

（２）施設の基本方針に関する検討【２次評価】 

 

収集した情報をもとに、施設毎の「政策優先度」の各項目について、一定の

評価基準に基づき、「高」「低」のいずれかで評価しました。 

評価基準及び評価結果については、31 ページに掲げる政策優先度評価結果

一覧のとおりです。 

この評価結果を踏まえ、31 ページのフローチャート【２次評価】に基づ

き、施設の基本方針を「機能保持」「総量コントロール」「建替再整備」のい

ずれかで判定しました。 

 

ア ２次評価 

中央図書館は、1次評価が「見直し」であり、政策優先度評価が「高」であ

ったため、施設の基本方針は「建替再整備」とします。当該施設については、

読書活動の拠点施設であり市内全５館の本館でもあることから、老朽化してい

るものの重要度の高い施設です。 

臼田図書館は、1次評価が「改善」であり、政策優先度評価が「高」、ま

た、サングリモ中込図書館及び望月図書館は、1次評価が「維持」であったた

め政策優先度評価の結果にかかわらず施設の基本方針は「機能保持」としま

す。各施設について、利用者が旧市町村地域に集中しており地域住民の満足度

が高いことから、将来に渡って生涯学習の大切な場としての機能を維持し続け

ていくことが求められています。 
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浅科図書館は1次評価が「改善」であり、政策優先度評価が「高」のため基

本方針の「機能保持」としますが、施設が木造であることから、長期の期間を

見据える中では、躯体の劣化状況を踏まえ用途廃止の検討をする必要があるた

め「総量コントロール」とします。しかし、入館者数が市内全５館のうち３番

目と比較的高く地域住民の満足度が高いことから、他施設との複合化を検討す

る必要があります。 

 

 

フローチャート【２次評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針

【２次評価】

政策優先度

施設の方向性

【１次評価】 維持 改善

高 低

見直し

低 高

機能保持 総量コントロール 建替再整備
公共施設等の最適化
の観点から、調整す
る場合あり

施設不足の解消

不足
※

※利用圏域や施設配置、満足度、ニーズ等を総合的に勘案し、代替施設とな

りうる施設が周辺に存在しない場合や、代替施設を活用しても不足する場

合は「施設不足の解消」を選択する。

高・低
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表 5 政策優先度評価結果一覧 

 

 

  

A

5点

B

3点

C

1点

D

0点

評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数 評価 点数

評価点
満点

項目 細目

対象施設名 評価基準

評価基準

備考

中
央
図
書
館

サ
ン
グ
リ
モ
中
込
図
書
館

臼
田
図
書
館

浅
科
図
書
館

望
月
図
書
館

0 D 0 D

防
災
性

地域防災計画上の
位置付け

・防災拠点、避難所等の指定の
有無

D 0 D 指定無し

①災害リスク
（土砂災害）

・警戒区域等の指定の有無 B 3 B 3 B 3

防災拠点（本庁舎・支
所）

指定避難所 指定緊急避難場所00 D

指定無し
土砂災害警戒区域内
に立地

土砂災害特別警戒区
域内に立地

②災害リスク
（洪水災害）

・浸水想定区域の指定の有無 B 3 C

B 3 C 1

1 B 3 B 3 B

1 C 1 C 1

浸水想定区域内に立
地（２ｍ以上）

施
設
配
置
・
拠
点
形
成

立地適正化計画上
の位置付け（誘導区

域）
・誘導区域内の立地の有無 C 1 A 5 C

指定無し
浸水想定区域内に立
地（２ｍ未満）

3

都市機能誘導区域内
に立地

居住誘導区域内に立
地

都市計画区域内に立
地

左記のいずれにも該当
しない

B 3 B 3 B 3拠点形成
・各種計画（地域防災計画を除
く）等における拠点施設等の位
置付けの有無

A 5 B 3

代替性 ・近隣施設との代替性の有無 A 5 A 5 A 5 A

拠点施設等の位置付けが
ある（全市または佐久広域
で１箇所）

拠点施設等の位置付けが
ある（概ね中学校区で１箇
所）

拠点施設等の位置付けが
ある（概ね小学校区で１箇
所）

左記のいずれにも該当
しない

3 B 3 B

施設の機能や設備の一部
について、近隣施設での
代替が可能

施設の機能や設備の全部
について、近隣施設での
代替が可能

同種同規模の施設が近隣
（概ね小学校区内）に立地
している

市
民
意
向

利用範囲
・利用者の属性を踏まえた利用
範囲（居住地域）の分析

A 5 B

施設の機能や設備につい
て、唯一性が高く、代替で
きる施設が市内に存在し
ない

5 A 5

左記のいずれにも該当
しない（特定団体によ
る利用がほとんど）

満足度
・利用者への意向調査等を踏ま
えた施設に対する満足度の分析

A 5 B 3 B 3

利用者が全市に満遍
なく分布している

利用者の分布が概ね
中学校区となっている

利用者の分布が概ね
小学校区となっている

33 B

利用者の満足度が高く、
他施設と比較して優先的
に措置を講じる必要がある

利用者の満足度が比較的
高い

どちらともいえない
利用者の満足度が比較的
低い

ニーズ（必要性）
・利用者への意向調査等を踏ま
えた施設に対するニーズ（必要
性）の分析

A 5 B

B 3 B 3

3 B 3 B 3 B
利用者のニーズが比較的
低い

利用者のニーズが高く、他
施設と比較して優先的に
措置を講じる必要がある

利用者のニーズが比較的
高い

どちらともいえない3

合計

32 26 24 24 22
41 41 41 41 41

最終評価（高・低） 高 高 高 高 高
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第４章 適用可能な手法の選定と具体的な対策 

 

１ 適用可能な手法の選定 

 

第３章で検討した施設の基本方針に基づき、「適用可能な手法」を検討しま

した。適用可能な手法の検討にあたっては、下記のとおり「１次評価」と「政

策優先度」を２軸とするマトリクスを用い、このマトリクスにより導き出され

た基本方針に対応する適用可能な手法を選択することとしました。 

 はじめに標準的なマトリクスを示し、次ページに本計画が対象とする図書館

に係る適用可能な手法の選定に係るマトリクスを示します。 

 

基本方針及び適用可能な手法の検討に係るマトリクス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

維
持

改
善

見
直
し

低 高

施
設
の
方
向
性
【

1
次
評
価
】

政策優先度

不足

建替再整備

財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

機能改修

耐震改修

財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

施設不足の解消

（代替施設の活用

又は新規整備）

機能保持

集約化

複合化

用途転用

廃止

総量
コントロール

民間活用
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図1 図書館の基本方針及び適用可能な手法の検討に係るマトリクス 

 

 

 

（１）機能保持 

 

１次評価が「維持」の場合の適用手法は、原則として「財源の確保」「維持

管理の効率化」「長寿命化」のいずれかを選択しています。 

また、１次評価が「改善」で、政策優先度が「高」の場合の適用手法は、上

記に「機能改修」「耐震改修」の項目を加え、いずれかを選択しています。 

一方、１次評価が「見直し」で、政策優先度が「高」の場合の適用手法は、

「建替再整備」を優先的に選択することとしています。 

以下に「機能保持」に対応する適用手法と内容、取組事例を示します。 

  

維
持

改
善

見
直
し

低 高

施
設
の
方
向
性
【

1
次
評
価
】

政策優先度

不足
施設不足の解消

（代替施設の活用

又は新規整備）

★

①中央図書館

★

★

★

★

⑤望月図書館月図書

③臼田図書館≪維持

④浅科図書館②②

②サングリモ中込図書館
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ア 「機能保持」の適用手法 

 

  

手法 内容 取組事例 

財源の確保 民間活用等により収

益とサービスの向上

を図り、自主財源を

確保する。 

・民間のノウハウが最大限発揮されるような自

由度の高い指定管理者制度・コンセッションを

導入し、施設の収益性を高め、その収益を投資

して施設の維持管理や機能更新を図る。 

・施設の利用料金の見直し等の検討を行う。 

維持管理の効

率化 

効率的な運営方法や

管理方法を取り入れ

る。 

・指定管理者や包括管理委託等により、民間の

ノウハウによる効率的な管理運営を図る。 

・予約システムや窓口業務のＩＴ化により、経

費の削減を図る。 

長寿命化 

（計画的保

全） 

建物の耐用年数を定

め、その期間適切な

施設の保全が行われ

るよう計画的な対応

を行う。 

・保全計画の策定等により保全に関する業務の

効率化を図る。 

・事故等の施設に起因するリスクを回避する

（予防保全）。 

・保全コストの平準化により、計画的・効率的

な保全を実現し、ライフサイクルコストの削減

を図る。 

機能改修 経年劣化や社会的劣

化に対応した改修を

行う。 

・施設の構造体、仕上げ、設備等の経年劣化に

対応した改修を行う。 

・設備や附帯設備（トイレ、シャワー、更衣室

等）等の陳腐化、利用者ニーズへの対応等、社

会的劣化へ対応するための改修を行う。 

・改修に当たっては施設の運営者のニーズを十

分に把握し、利用者数や利用料金等による収入

の増加を想定した適切な投資を行う。 

耐震改修 建物の耐震性を確保

するために改修を行

う。 

・現行の耐震基準に対する耐震性能を満たして

いない施設について、耐震改修を行う。 
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（２）建替再整備 

 

１次評価が「見直し」で、政策優先度が「高」の場合の適用手法は、「建替

再整備」を優先的に選択することとしています。 

以下に「建替再整備」に対応する適用手法と内容、取組事例を示します。 

 

ア 「建替再整備」の適用手法 

 

 

（３）総量コントロール 

 

１次評価が「改善」で、政策優先度が「低」の場合の適用手法は、原則とし

て「集約化」「複合化」「用途転用」「民間活用」「廃止」のいずれかを選択

しています。 

また、１次評価が「見直し」で、政策優先度が「低」の場合の適用手法は、

「廃止」を優先的に選択することとしています。 

以下に「総量コントロール」に対応する適用手法と内容、取組事例を示しま

す。 

  

手法 内容 取組事例 

建替再整備 同等の機能を有する

施設を適正な規模等

を考慮し整備する。 

・老朽化が進んでいるが政策優先度の高い施設

については、建替再整備を行う。 

・この際、ＰＰＰ/ＰＦＩなどの民間資金を活用

した事業スキームの検討、将来の人口や財政見

通しを踏まえランニングコストを想定した持続

的な施設の設計、運営者の収益性の確保が期待

できる使いやすい施設内容検討等を通じ、将来

にわたって適切なストックとなるよう十分に検

討を行う。 
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ア 「総量コントロール」の適用手法 

 

  

手法 内容 取組事例 

集約化 既存の同種の施設を

統合する。 

・同種の施設があり、利用状況や立地を踏まえ

て、一つに集約した場合でも、利用者ニーズを

満たすことができる等、集約化の可能性がある

場合には積極的に集約化を図る。 

・将来の維持管理の財源確保が難しい場合に

は、同種の施設の集約化を図により、施設の運

営改善や機能更新を図る。 

複合化 当該施設以外の機能

を有した施設と複合

化する。 

・周辺の公共施設の改築などとあわせて、複合

化を図る。 

・異なる機能を含んだ施設になるため、複合す

る施設の事業所管部局や財政部局等と調整す

る。 

・複合化に際しても、集約化や建替再整備と同

様に、質の確保や将来にわたって適切なストッ

クとなるよう計画する視点が重要である。 

用途転用 施設を改修し、他の

施設として利用す

る。 

・維持していく優先度が低く、改修しても利用

の見込みが低い場合等で、周辺で当該施設以外

の機能が強く要請されている場合には、用途転

用を検討する。 

・転用用途の所管部局や財政部局等と調整す

る。 

民間活用 用途廃止を行い普通

財産とした上で、民

間事業者に譲渡又は

貸付けを行う。 

・民間事業者のノウハウを活用することで、サ

ービスの向上や経費削減が見込まれる場合に

は、民間活用を検討する。 

廃止 用途廃止を行い普通

財産とした上で、施

設を解体・撤去す

る。 

・維持していく優先度が著しく低く、改修して

も利用の見込みが低い場合等で、用途転用の必

要性もない場合には、廃止を検討する。 
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（４）施設不足の解消 

 

利用圏域や施設分布等を勘案し、代替施設となり得る施設が、市内やその周

辺に存在しない場合や、代替施設を活用しても不足する場合は、新規整備を検

討することとしています。 

この場合、ＰＰＰ／ＰＦＩなどの民間資金を活用した事業スキームの検討、

ランニングコストの想定、将来人口や財政見通しを踏まえた施設設計、収益性

の確保が期待できる施設内容の検討等を通して、将来に渡って適切なストック

となるよう十分な検討を行うこととします。 

 

 

２ 具体的な対策 

施設毎に、34 ページに掲げるマトリクスにより導き出された基本方針に対

応する適用可能な手法の選択を行いました。さらに、適用可能な手法を踏まえ

た具体的な対策内容及び実施時期について検討を行いました。 

 検討結果については、39 ページに掲げる「具体的な対策内容一覧」のとお

りです。 

 中央図書館については、1次評価が「見直し」、政策優先度評価が「高」の

ため施設の基本方針は「建替再整備」とし、躯体の老朽化が顕著ことから、法

定耐用年数47年を経過する令和８年度を目途に、他の施設との複合化も視野

に入れ検討し建替えを行います。 

 中央図書館以外の４館については、計画的保全の観点からそれぞれの築年数

を迎えるタイミングで長寿命化を行います。合わせて窓口業務の効率化を図る

ため、民間活力を活用し業務の部分委託を短期の期間内を目途に検討を行いま

す。 

 また、浅科図書館は施設が木造であることから、長期の期間内を目途に、そ

の時点での劣化状況を踏まえ、浅科地域内の他施設との複合化を検討します。 

 加えて、望月図書館は利用状況が年々減少傾向にあることから、利用者数に 

応じた施設規模の見直しを行います。 
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表 6 具体的な対策内容一覧 

 

 

  

短期
（～R8）

中期
（R9～R18）

長期
（R19～R38）

現状値（㎡）
R2年度時点

見込値（㎡）
R38年度時点

1 図書館 中央図書館 浅間 42年 RC造 建替再整備 建替再整備
・躯体の劣化が顕著なことから、法定耐用年数47年を経過する令和8
年度までを目途に、施設の建替えを行う。また、他の施設との複合化も
視野に入れ検討する。

○ 1,669.88 1,669.88 ＋α

2 図書館
サングリモ中込
図書館

中込 13年 鉄骨造 機能保持
長寿命化
（計画的保全）

・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に長寿命化を行う。 ○ 244.37 244.37

3 図書館 臼田図書館 臼田 30年 SRC造 機能保持
長寿命化
（計画的保全）

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命化を行う。 ○ 620.00 620.00

4 図書館 浅科図書館 浅科 29年 木造
機能保持
【総量コントロー
ル】

長寿命化
（計画的保全）
【複合化】

・施設の劣化状況を踏まえ、中期の期間内を目途に長寿命化を行う。
・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に浅科地域内の他施設
との複合化を検討する。

○ ○ 966.70 700.00

5 図書館 望月図書館 望月 27年 RC造 機能保持
長寿命化
（計画的保全）

・中期の期間内を目途に長寿命化を行い、合わせて利用者数に応じた施
設規模の見直しを行う。

○ 1,243.90 778.89

【※確認欄　　　適合：○、不適合：×、非該当：―】

○

732②人口減少を見据えた整備更新（規模の縮小等） 〇

③施設の統（廃）合・複合化等による総量の縮減 ○
削減率 15%

④民間活力の活用によるコスト縮減 ○

4013.14 +α
①住民ニーズへの適切な対応 ○

削減面積（㎡）

基本方針 適用手法 具体的な対策内容
実施時期 延床面積

計画策定上の着眼点
との適合確認

項目 確認欄
延床面積合計（㎡） 4,744.85

⑤予防保全的維持管理の実施

構造№ 種別 施設名 地区 経過年数
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第５章 対策費用の概算と実施時期 

 

１ 対策費用の概算 

 

施設の建替え・大規模改修に係る対策費用の概算について、総合管理計画と

の整合を図るため、同一の積算方法を用いて試算を行いました。なお、試算に

あたっては、下記のとおり試算条件を設定しています。 

 

（１）試算条件 

 

試算条件については、原則として、建替え・大規模改修単価、延床面積、試

算方法のいずれも総合管理計画と同一としています。 

なお、参考までに、総合管理計画における建替え及び大規模改修単価に関す

る記述を下記のとおり引用します。 

 

 

【建替え及び大規模改修単価】 

各施設の試算単価は、(財)自治総合センター「地方公共団体の財政分析等に関

する調査研究会報告書」から、施設用途別に大規模改修及び建替え単価を用い

ます。また、各試算単価を建設工事費デフレーターにより調整します。 

 

 

（２）試算結果 

 

試算条件を踏まえた施設毎の建替え・大規模改修に係る試算結果について

は、下表のとおりです。 

 

建替え・大規模改修に係る試算結果            （単位：千円） 

施設名 大規模改修 建替え 備 考 

中央図書館 － 718,048 

総合管理計画の 

試算方法による 

 

サングリモ中込 

図書館 
63,536 － 

臼田図書館 161,200 － 

浅科図書館 251,342 － 

望月図書館 202,511 － 
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２ 実施時期 

 

建替え・大規模改修の実施時期の前提となる耐用年数については、総合管理

計画と同様に、税法上、固定資産の減価償却費を算出するために定められた

「法定耐用年数」ではなく、物理的な耐用年数にも考慮し、大規模改修につい

ては建築後30年を、建替えについては建築後60年を、それぞれ目安とし、健

全性・機能性評価の結果を踏まえて設定しています。 

ただし、中央図書館については、経過年数による躯体の劣化や損傷が激しい

ため、法定耐用年数である47年（鉄筋コンクリート造）を基準として、建替

えについては建築後47年を実施時期として設定しました。 

これらを踏まえた施設毎の建替え・大規模改修に係る実施時期については、

4５ページに掲げる「工程表」のとおりです。 

なお、参考までに、総合管理計画における耐用年数に関する記述を下記のと

おり引用します。 

 

 

【耐用年数】 

標準的な耐用年数とされる６０年を採用。ただし、設備などの耐用年数が１５

年であることから、３０年目に大規模改修を行うと仮定。 
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３ 維持管理に係る費用の推計 

 

施設の維持管理費については、建替え・大規模改修に伴う延床面積の減少

や、技術革新に伴う設備面での省エネ化、長寿命化、さらには指定管理者制度

をはじめとする民間活力の導入等により、コスト削減が期待できることから、

これらの影響額についても試算しています。 

施設毎の維持管理費の試算結果については、43 ページに掲げる「維持管理

に係る費用の推計一覧」のとおりです。 
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表7 維持管理に係る費用の推計一覧 

 

 

 

（単位：千円）

①コスト ②収入
実質コスト
（＝①－②）

短期
（R4～Ｒ8）

中期
（Ｒ9～Ｒ18）

長期
（Ｒ19～Ｒ38）

Ａ　現状 36,967 75 36,892 184,460 368,920 737,840 1,291,220

Ｂ　対策後 36,707 75 36,632 184,460 366,320 732,640 1,283,420

Ａ　現状 1,948 13 1,935 9,675 19,350 38,700 67,725

Ｂ　対策後 1,888 13 1,875 9,555 18,750 37,500 65,805

Ａ　現状 4,615 3 4,612 23,060 46,120 92,240 161,420

Ｂ　対策後 4,615 3 4,612 23,060 46,120 92,240 161,420

Ａ　現状 4,789 14 4,775 23,875 47,750 95,500 167,125

Ｂ　対策後 4,689 14 4,675 23,875 47,350 74,800 146,025

Ａ　現状 3,937 18 3,919 19,595 39,190 78,380 137,165

Ｂ　対策後 3,677 18 3,659 19,595 38,670 73,180 131,445

※1　コスト：佐久市公共施設運営・利用状況調書（施設カルテ）の「3　コスト状況、利用状況」歳出欄（令和2年度）から再調達価格及び人件費を除いた額を引用すること。
※2　収入：佐久市公共施設運営・利用状況調書（施設カルテ）の「3　コスト状況、利用状況」歳入欄（令和2年度）から引用すること（普通建設事業費に係る国・県補助金等は除く）。

5,7205 図書館 望月図書館

【方針】
　中期の期間内を目途に施設規模の見直しを行うことにより、事
業運営に係るコストの削減を図る。
　
【対策】
　コストを年間260千円減額する。

ⅰ現状の実質コスト合計（A欄の合計） 1,824,655

ⅱ縮減した場合の実質コスト合計（B欄の合計） 1,788,115

縮減額合計（＝ⅰ－ⅱ） 36,540

21,1004 図書館 浅科図書館

【方針】
・中期の期間内を目途に長寿命化を行う際に、空調等を刷新する
ことによりエネルギーの効率化を見込み、光熱水費の削減を図
る。
・施設の劣化状況を踏まえ、長期の期間内を目途に複合化の要否
を検討する。

【対策】
・コストを年間100千円削減する。
・複合化となった場合は年間20,286千円不要となる。

03 図書館 臼田図書館

【方針】
　光熱水費は複合先のコスモホールにおいて支出しているため、
経費は現状維持とする。
　
【対策】
　コスト、収入について、現状維持とする。

1,9202 図書館
サングリモ中込
図書館

【方針】
　令和7年度から照明をＬＥＤ化することにより、電気料の縮減
を
図る。

【対策】
　コストを年間60千円削減する。

7,8001 図書館 中央図書館

【方針】
　建替えのタイミング（令和8年度までを目途）で機器（空調
等）を刷新することにより、エネルギーの効率化を見込み、光熱
水費の削減を図る。
　
【対策】
　コストについては、年間260千円削減する。

③計画期間合計 ④縮減額
（＝Ａ③－Ｂ③）

年次計画

№ 種別 施設名 縮減の考え方

単年度あたりの維持管理費

対策

対策

対策

対策

対策
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４ 工程表 

 

前章で検討した施設毎の具体的な対策について、対策費用、実施時期及び維

持管理費を工程表としてまとめました。 

「工程表」については、45ページのとおりです。 

なお、工程表は、令和８年度までを短期スケジュール、令和９年度から令和

18 年度までを中期スケジュール、令和 19 年度から令和３８年度までを長期

スケジュールとして構成しており、短期スケジュールについては、実施計画と

の整合を図っています。 
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表 8 工程表 

 

（単位：千円）

№ 種別 施設名 基本方針

短期（R4～R8） 中期（R9～R18） 長期（R19～R38）

大規模改修・

建替
718,048 718,048

維持管理費用 184,460 366,320 732,640 1,283,420

大規模改修・

建替
63,536 63,536

維持管理費用 9,555 18,750 37,500 65,805

大規模改修・

建替
161,200 161,200

維持管理費用 23,060 46,120 92,240 161,420

大規模改修・

建替
251,342 251,342

維持管理費用 23,875 47,350 74,800 146,025

大規模改修・

建替 202,511 202,511

維持管理費用 19,595 38,670 73,180 131,445

ⅰ大規模改修・建替費用 1,396,637

ⅱ維持管理に係る費用 1,788,115

計画期間に係る費用合計（＝ⅰ－ⅱ） 3,184,752

維持管理の効率化
長寿命化（計画的保全）

概算費用

維持管理の効率化
長寿命化（計画的保全）
【廃止】

概算費用

維持管理の効率化
長寿命化（計画的保全）

合計

概算費用

2 図書館
サングリモ中込
図書館

機能保持

1 図書館 中央図書館 建替再整備

概算費用

　　建替再整備

適用手法

維持管理の効率化
長寿命化（計画的保全）

スケジュール

4 図書館 浅科図書館
機能保持
【総量コントロー
ル】

3 図書館 臼田図書館 機能保持

5 図書館 望月図書館 機能保持

概算費用

調整・検討

長寿命化

施設規模見直しによるコスト削減

機器の刷新

長寿命化

調整・検討

照明のLED化

機器の刷新

長寿命化 調整・検討 施設複合

施設規模

の見直し


